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議事２ 流域治水対策行動計画の取組状況について
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六角川の治水対策の進捗状況

【県】河道掘削
、橋梁改築

河道掘削

河道削削

【県】広田川
排水機場新設高橋排水機場増強

【県】河道掘削、橋梁改築

河道掘削

位置図

六角川洪水
調整池

牟田辺遊水地
(既設)

ヨシ繁茂
抑制対策

完了

完了

完了

完了

完了

○令和元年8月出水、令和3年8月出水を受け、六角川水系では集中的に治水対策を進めている。
○これまでに六角川及び牛津川の河道掘削、ヨシ繁茂抑制対策、高橋排水機場増強が完了。今年度も引き続き、六角川洪
水調整池の整備、流域水害対策の推進、牛津川の築堤(引堤)、牛津川遊水地の整備、牛津川中上流部の掘削を実施する。

牛津川
遊水地

築堤
（引堤）



六角川洪水調整池の概要

六角川洪水調整池
（予定地）

付替河道ルート

洪
水
調
節

大臣管理区間
31/500

32/860

至

嬉
野
Ｉ
Ｃ

→

【六角川洪水調整池】
●貯水容量 ： 約４００万m3
●貯水面積 ： 約16ha
●満水時の水深 ： 約５０m～６０m

33/710
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河道の付替えの実施状況（六角川洪水調整池）

橋梁上部工

六角川

上流部河道拡幅

上流側仮橋

橋梁上部工

六角川

上流部河道拡幅

上流側仮橋

4令和８年３月中旬時点

○現在、将来の完成河道を見越して、洪水流入部になる区間の河道付替え工事を、六角川の上流端から
順次、整備している。

・河道付替に必要な用地を取得済み
・今年度は引き続き河道付替に必要な整備を実施予定



六角川流域水害対策計画について

凡例

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

0.3m未満の区域

0.5m～1.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

0.3m～0.5m未満の区域

1.0m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

20.0m以上の区域

10.0m～20.0m未満の区域

特定都市河川（県管理）

六角川流域界

特定都市河川（国管理）

重点整備地区

【北方地区】
農地の保全に配慮しながら、整備予定
のバイパスを境に土地利用を棲み分け
るほか、事前放流などによる利水施設
の活用、既設排水機場の排水機能向上
のための調整池及び水路整備、堤防整
備等により内水を効率的に排水するこ
とで浸水被害を軽減させる

【橘地区】
農地の保全に配慮しながら、内水の早期排水、
家屋の嵩上げ・移転、避難路の確保など、水
災害対策により浸水頻度を減らすとともに、
六角川洪水調整池及び新規遊水地整備により
浸水被害を大幅に軽減させる

重点整備地区の設定と各地区の対策方針

R3.8降雨に対する都市浸水想定（六角川洪水調整池整備後）

○本計画は、床上浸水リスクが特に高い武雄市の橘地区・朝日地区・北方地区を重点整備地区とし、生業とコミュニティ
の維持に配慮しながら、まちづくりと一体となった河川整備、流域対策を記した計画をR7.3.28に策定した。

○今年度も、引き続き、遊水地・築堤等の概略検討を行うとともに、設計に資する基礎調査（測量、地質調査）を新たに
予定している。また、高頻度洪水対策の検討、内水処理計画の検討なども推進する。

【朝日地区】
農地の保全に配慮しながら、事前放流な
どによる利水施設の活用及び治水とまち
づくりが一体となった堤防整備等により、
浸水被害を軽減させるとともに、地域の
賑わいを創出する

【令和８年度実施内容】
・遊水地概略検討（橘地区）
・高橋川築堤概略検討（朝日地区）
・三次元点群測量（橘地区、朝日地区）
・地質調査（橘地区）
・高頻度洪水対策の検討（橘地区）
・内水処理計画の検討（北方地区）

朝日地区

北方地区

橘地区
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牛津川遊水地の整備状況
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○現在、①水門・吐出樋管前面のコンクリート打設、②排水機場内の盛土・地
盤改良工事、③排水機場周辺の水路整備、④山崎川の付替関連工事などを実
施している。

○今度、山崎排水機場、山崎水門の新設工事、周囲堤の地盤改良工事に着手し
ていく予定。

（現）

（新）



令和８年３月中旬時点

牛津川

芝浦排水樋管（既設）撤去

芝浦排水樋管（新設）

引堤 新しい堤防元の堤防

堤防整備(旧堤撤去含む)

水路整備

牛津川引堤の状況
○今年度中に、堤防整備(旧堤撤去含む)、芝浦排水樋管(既設)の撤去、水路整備等を行い、
一連完成を目指す。

7



牛津川（多久地区）の河道掘削状況

8令和８年３月時点

牛津川

牛津川

着工前の状況

掘削後の状況

○牛津川中上流域に位置する多久地区において、引き続き河道掘削を実施し、安全度の向上を図る。

令和２年８月時点

令和７年度の工事実施状況

令和８年度の工事実施予定箇所（辻の平橋～下鶴橋付近）



佐 賀 県
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多 久 市
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① 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

■緊急浚渫推進事業【多久市】

市が管理する河川の緊急浚渫事業を実施（令和３年度～令和８年度（令和7年繰越））
河川氾濫等の大規模な浸水被害が相次ぐなか、河川の浚渫が重要であるため計画的に実施

クリークやため池の緊急浚渫事業を実施（令和４年度～令和５年度）
クリークやため池の浚渫により豪雨時の貯水量を確保し、農村地域の浸水被害を低減
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③ 被害の軽減・早期復旧・復興のための対策

■農村地域防災事業【多久市】

近年多発する豪雨災害の対策の一つとして、ため池災害からの被害を軽減し農村地域の防災力を強化
・既存のため池の劣化状況及び豪雨に対する性能を評価
・ため池が決壊した場合の浸水範囲をシミュレーションし、地域住民の避難に活用
・作成したハザードマップをお知らせするため、看板を設置

ハザードマップ作成
令和５年度までに53施設 完了

（令和7年度実施状況）
劣化状況評価 13施設
豪雨耐性評価 1施設
看板設置 18施設
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③ 被害の軽減・早期復旧・復興のための対策

■多久市防災ハザードマップ作成事業【多久市】

・令和７年８月に市内の県管理河川の浸水想定区域が新たに指定
・令和８年５月下旬より新たな気象体系が運用

現行のハザードマップについては全面改訂から５年以上経過

上記の２点を反映し、よりわかりやすく見やすいハザードマップを作成し
全戸配布を行なった。

『自助』,『共助』の防災力を強化し、災害に強いまちづくりを目指す

・市内の各町ごとに作成
（東・南・多・西・北多久町）

・各行政区の公民館を表示
・浸水想定区域内の要配慮者施設を表示
・防災重点農業用ため池の表示
および「ため池ハザードマップ」を閲覧できる
QRコードを表示
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武 雄 市
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小 城 市
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牛津川

新・六角川水系流域治水プロジェクト【小城市】 1/2
～水災害に強いまちづくりのために～

氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

■ 牛津川遊水地の整備

・ 遊水地事業に影響する家屋の集団移転先について、令

和７年度に集団移転先の造成工事完成。造成地の販売を

開始した。

■ 排水路のライニング

・ 強制排水に伴う水位変動による洗堀・崩壊等の洪水被

害の軽減のため排水路の「ライニング」を実施した。

■ クリークを活用した雨水貯留容量の確保

■ 田んぼダムの拡大

・ 防災無線により、各地区の管理者へ事前放流を依頼し、

実施するとともに、河川からの取水を抑制することで、事前

放流の効果向上を図った。

・ 農地が持つ多面的機能を活かした有効な手段として「田

んぼダム」の取り組みを拡大し、流域治水対策効果の向上

を図った。
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■防災行政無線の更新及び防災支援システムの整備

新・六角川水系流域治水プロジェクト【小城市】 2/2
～水災害に強いまちづくりのために～

・ 高性能スピーカーの導入により、音の減衰を抑え遠方まで明瞭な
音声を届けることが可能。

・ 防災情報を自動で集約し共有することで、発令判断スピードの向
上に繋げることができる。

・ 複数メディアへ防災情報のワンオペレーション配信を可能とした。

被害の軽減・早期復旧・復興のための対策氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

■ 排水機場のポンプ更新

・ 鉱害復旧事業で建設された排水機場（7施設）は、建設から30年

以上経過している。

・ 今後は、老朽化により整備・更新が必要となる施設が増加するこ

とが予想され、計画的な排水機場のポンプの更新が必要。

・ 令和６年度 満神排水機場3・4号ポンプ更新工事

前満江排水機場1号ポンプ更新工事

三王崎排水機場1号ポンプ更新工事

・ 令和７年度 上坪排水機場３号ポンプ更新設計委託

三王崎排水機場２号ポンプ更新設計委託

満神排水機場２号ポンプ更新工事

川越排水機場1号ポンプ更新工事

牛津川

砥川地区

令和３年８月14日 18：00 撮影

従来型
スピーカー

高性能スピーカー
約500ｍ

災害対策本部/全員で情報共有・判断

自動的に情報収集・表示・蓄積
大型モニタ

専用PC
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大 町 町
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江 北 町
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排水対策の体系

江北町総合排水計画に基づく行動計画

強制排水能力強化
〔流す〕

連続運転

浸水対策

人員

燃料

冷却水

モーター化

耐水化

環境整備

待機室整備、操作マニュアル作成

タンク増設（フル稼働で3日間運転可能容量を確保）

水中ポンプ導入（エンジン冷却用ポンプの購入）

電動機へ更新（エンジンからモーターへの更新）

排水機場の止水板（座面標高2.7mを浸水想定とし対策）

進入道路の整備

強制排水能力強化
〔溜める〕

事前落水

貯留機能

体制整備

協議会設置

ため池

用水路

樋管

ルール化

関係者との連携（区⾧、ゲート管理者等）

事前落水の構築

貯留容量の確保 支障工作物の撤去 ゲートの電動化

積極的な活用

ため池

用水路

田んぼダム

不使用ため池の確認

水路の不要貯水の確認

導入の研究（効果検証）

不要貯水

町外流入防止
〔防ぐ〕

小城市

大町町

満神P

高良川

武雄河川事務所と連絡調整

杵藤土木事務所と連絡調整

江北町
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令和７年度の排水対策 江北町

東古川排水機場水路内の浚渫
通水阻害を解消し、運転時間
短縮

水系毎の排水対策
連絡会の開催

強制排水能力強化
〔流す〕

強制排水能力強化
〔溜める〕

事前落水時の連絡体制
等を確認

排水施設浚渫 排水対策協議会の
開催

ゲート電動化の方針や
事前落水について協議
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令和７年度の排水対策 江北町

幹線水路の
事前落水

ゲート付近の
法面保護

強制排水能力強化
〔溜める〕

樋管手前の法面に張りコ
ンクリートを施工し、落
水時の通行を確保した

水路の貯水位を低下させ、
洪水調整ポケットを確保
し、浸水被害を軽減

事前落水時に操作するゲー
トの電動化により浸水被害
を軽減（町内４ヶ所）

ゲート電動化
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白 石 町
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【１】氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策

■支川の流出抑制・氾濫抑制の取組

【事前排水の取り組みを継続して実施】
→ 防災行政無線を使用して町内全域に事前排水の呼びかけ、

巡回により個別に事前排水を要請

継続

≪用・排水調整協議会の開催≫

○近年の天候（大雨）の傾向と対策
○事前排水の重要性の説明
○調整員、上下流地域間の連携強化など

クリークの水位低下運用

クリークを活用した雨水貯留容量の確保

事前排水

（通常時） （事前排水時）

制水門の改良

ゲート操作による排水調整

○白石町農業水利施設等整備事業

【事業主体】 区、水利組合、生産組合等
【事業内容】 地元が操作するゲートの省力化対策

（電動化）､安全対策（階段、手すり等）
【補 助 率】 事業に要する経費の75％以内（30万円上限）

※令和８年度より事業に要する経費の75％以内（33万円上限）

概 要

継続

電動化設置例 階段設置例

【効 果】ゲート操作の省力化（電動化）を実施することにより、操作員の負担軽減や安全確保を実施。 38



【２】被害対象を減少させるための対策

【３】被害の軽減・早期復旧・復興のための対策 継続

■“逃げ遅れゼロ”へ向けた情報発信システム等の整備

水位計、空間監視カメラ等の整備による
リアルタイム情報の発信

■住まい方の工夫に関する取組

住宅地の嵩上げ等の推進

水害に強い住まいづくりの推進

〇住宅浸水対策事業
目的：浸水被害を軽減及び浸水被害を未然に防ぐため、住宅嵩上げ等の浸水対策を行った住宅の

所有者等に、住宅の浸水対策に要した費用の一部を補助する。

継続

令和6年4月運用を開始

【白石町防災カメラシステム】

Ｍｉｎｓａｉ(見んさい)

白石町が設置した防災カメラ１０箇所と共に、国や県などの協力を得て、
カメラ、センサーなどの５９か所の画像やデータを使って、「リアルタイムに
周辺の道路・河川・水路の状況、気象情報を一目で確認できる。
災害時の初動対応や避難情報の発令、町民の避難行動のタイミング
判断に効果を発揮している。
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佐 賀 地 方 気 象 台
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令和8年5月29日から開始

「気象防災速報（線状降水帯直前予測）について」

41



42

令和8年5月29日から開始
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